
平成３０年度沼田市立池田小学校経営方針

【目指す学校像】 【基本目標】自ら考え 正しく判断 【目指す教師像】

①児童が楽しいと思う学校 し 行動できる子どもの育成 ①温かい笑顔の教師

（姿）友達との信頼関係がある・勉 【具体目標】 （姿）子供に笑顔で話しかけられる

強が分かる・認められている ○自分から進んで学習 ②子供のよさを見逃さない教師

②保護者が信頼する学校 できる子ども （知） （姿）よさを見つけたらすぐに表現している

（姿）我が子が生き生きしている ○思いやりのある子ども（徳） ③チーム力を意識する教師

③教職員にとって魅力ある学校 ○体を鍛える子ども （体） （姿）主語・目的語を子供（共通言語）で話

（姿）職員が池田小で勤務したいと し合う教師集団

思う ④授業改善に努力する教師

※学校は児童を社会に通用する人間へと鍛える場 ※規律ある生活 ※毅然とした指導 基盤にあるもの

い け だ
○本年度のスローガン案「いつも笑顔 元気なあいさつ 誰にもやさしい 池田の子」
（姿）自他共に大切にできる児童 （自己有用感を高める教育活動にの実践） 自分を大切だと思える心と共に友達も大切だと思う心を育てる。 （いつも笑顔）
（姿）感謝の気持ちをもって生活できる児童 「おはようございます」「こんにちは」「さようなら」 「ありがとう」「すみません」「ごめんなさい」と素直に言える児童

（元気なあいさつ）
（姿）友達の良さを認め素直に賞賛できる児童。 （誰にもやさしい）

自分から進んで学習 思いやり 体を鍛える
（姿）できた分かったと喜びがある （姿）スポーツを心から
(1)学力の確実な定着を図る。 ｰ基礎・基本の確実な定着をもとに、 (2)豊かな心の育成に努める。 楽しむ（に進んで挑戦す
身に付けた知識・技能を生かして、思考力・判断力・表現力の育成を図る。ー ①「特別の教科・道徳」の年間指導計画及び別葉を活用 る）児童
①めあてをつかむ場面、調べたり考えたり表現（交 した授業実践を行い、新たな指導内容にもとづき、児童 (3)健康・体力の向上を図る。
流、班別学習）したりする場面、自分の言葉で振 一人一人の道徳性の育成を図る。 ①基本的な生活習慣の育成に努め、

り返る場面を大切にした授業づくり。⇒見通しを ②児童一人一人を生かし、自己肯定感や自己有用感を高 心と体の健康づくりを図る。

もって意欲的に学ぶ児童の育成 めることにつながる指導を行う。 ②体力向上プランを活用し、運動に

②各教科において、主体的・対話的で深い学び（ア ③「池田小いじめ防止基本方針」に基づき保護者との連 対する関心・意欲を向上させる。ま

クティブラーニングの視点）を取り入れ た授業を 携、児童によるいじめ防止活動、命を守る教育等人権教 た、各種行事、朝活 動等を通して、

展開し、学力の確実な定着を図る（校内研修の充 育を中心に充実を図る。 児童一人一人の体力向上を図る。

実）。 ④朝読書、読み聞かせ、図書室の利用拡大及び読書カー

③新教材を活用した外国語活動（３，４年）及び ドの活用等を通して、読書活動の充実を図る。

外国語科（５，６年）の授業づくり及び実践を通 ⑤学級経営の充実

して、児童の外国語能力の向上を図る。 ・認め、励ます言葉がけ

④新学習指導要領・移行期間中の趣旨を踏まえた ・認め・許した児童への賞賛

各教科等の指導を確実に行い、児童が学ぶ機会を ・固定化した人間関係の懐柔

逸することのないよう学習内容の定着を図る。 ・人権教育の充実（常時指導・間接指導）

⑤「池田小よい子のやくそく」を活用した指導を ⑥縦割り活動の充実

行い、学習習慣・生活習慣の定着を図る。 ・年長者が年少者をいたわり活動する。自分もあんな先

⑥より体験的な学習活動 輩になりたいと思うような関係作り。

(4)組織運営 職員の学校経営への参画【先生の日】
①的確な目標設定と評価を生かした職能成長⇒主語・目的語を子ども（共通言語）にした話し合いができる教師集団の形成【目指す教師像③】
②職員一人一人が意識するｶﾘｷｭﾗﾑﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ（ﾐﾄﾞﾙｱｯﾌﾟ・ﾀﾞｳﾝの意識化）⇒各主任の主体的提案による学校経営参画【教師像③】
③主体的な研修の推進⇒研修の成果が児童に還元される環境つくり 【目指す教師像④】
④職員一人一人の職に対するやりがいを引き出すことによる服務規律の確立

(5)家庭・地域と連携し学校教育の充実を図る。
○メール配信システムの活用により、家庭との連絡を密に迅速に取り合えるようにし、家庭や地域と必要な情報を共有
して教育活動を行えるようにする。

(6)幼小中の連係を進め、教育効果を高める。
○幼稚園及び中学校との連携を引き続き推進する。また、H31 年度からの状況を踏まえた連携の在り方について検討を
行う。

(7)その他
○「教育支援システム・C４ｔｈ」の導入による、校務運営での適切な活用を行い、教育的効果について検証する。

４．教育課程編成へ向けて
(1)「短時間学習」の在り方、教育的効果等を考慮した校時表の見直し。
(2)次年度行事等を踏まえた年間行事予定表の作成。
(3)「池田小の教育」の作成の準備、引き継ぎ資料の作成。
(4)新学習指導要領・移行期間中の趣旨を踏まえた各種計画類の作成及び見直し。


